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論文内容の要旨

(目的)

精巣は， 2 つの全く異ったタイプの細胞，精細胞と体細胞とから成り立つ。精細胞は減数分裂をへて最

終的には精子となる細胞で，精原細胞，第一次・第二次精母細胞，精子細胞に分けられる。体細胞には，

精細胞とともに精上皮を構成するおrtoli 細胞や，精細管壁を構成する peritubular rnyoid 細胞， 間質

に存在しアンドロゲンを分泌する Leydig 細胞などがある。 乙のような複雑な系において，精細胞その

ものの特性を生化学的に研究するためには精細胞のみを純粋に分離する乙とが必要となるo 従来の方法

には細胞の大きさや密度の差による分離法があるが，それらの分離の精度は必ずしも十分とは言えない口

そ乙で本研究では，マウスを用いて，精細胞と体細胞との細胞表面膜の特異的な差を認識するレクチ

ンを利用し，簡便で=かつ効率のよい精細胞の分離法の確立を目的とした。

(方法ならびに成績)

まず，精細胞を識別するため精細胞特異的抗血清を作製した。成体マウスから調製した精細胞を主と

する細胞画分を抗原とし，ウサギに免疫した。採血後マウスでm VIVO吸収を行い，このマウス血清を精細

胞特異的抗血清として用いた。この抗血清の特異性は組織切片および細胞培養系を用いて酵素抗体法lと

より確認した。

今回用いたレクチンは peanut agglutinin ( P N A )で，細胞表面膜の糖タンパクのうち，末端ガラク

トース残基をもつもの(PNA レセプター)を特異的に認識する。乙の PNA レセプターが精細胞に

存在し，体細胞には存在しない乙とを蛍光染色lとより確めた。乙の蛍光は PNAR:対し結合阻止の働き

をもっガラクトース iとより阻害され その特異性が確認された。

-163 一



次iζ，この精細胞に特異的な PNA レセプターを使って精細胞の分離を試みた。生後30日のマウス精

巣からの遊離細胞を， PNA レセプターをもっウサギ赤血球の存在下で， PNA と反応させた。 PNA

レセプタ一陽性 (PNA十)細胞は，赤血球との PNAを介した混合凝集によって高比重の凝集塊となり，

レセプター陰性 (PNA- )細胞から分離された。乙の PNA+ 細胞をガラクトースと反応させ赤血球を

取り除いた。こうして得られた PNA+ 細胞が精細胞である乙とを確認するため二重染色法を施した。

精細胞を酵素抗体法により，また Leydig 細胞を 3β- hydroxy -steroid dehydrogenase 活性を利用

して酵素化学的に染色し，以下の結果を得た:精細胞 99.5 土 0.1 箔， Leydig 細胞 0.3 土 0.1 %，その他

の体細胞 0.2 土 0.0 筋。

このように精細胞のみを高純度に集める乙とが可能になったため，精細胞における plasminogen

activator ( P A )産生能を調べた。その結果， PA はこれまで精巣においては Sertoli 細胞のみが産生

するとされていたが，精細胞でも産生され， Sertoli 細胞とは inducer ，ζ対する反応性が異なることが

わかった。

(総括)

マウス精巣の体細胞には PNA レセプターが存在せず， PNA+ 細胞はすべて精細胞特異的抗血清と反

応する乙とが示された。乙の事実に基づき， PNA を用いた分離法を確立し，ほとんどすべての体細胞を

除いた高度に純粋な精細胞集団を得る乙とが可能となった。これは とくに体細胞の contamination

が問題となる系において，精細胞そのもののいろいろな活用を調べる上で非常に有力な手段となりうる。

実際に，乙の分離法を用いて， Sertoli 細胞のみならず， 精細胞にも PA産生能がある乙とが示された。

論文の審査結果の要旨

本研究では，マウス精巣において植物凝集素の一つである PNA のレセプターが精細胞に存在し，体

細胞には存在しないことを明らかにした。また，乙の知見に基づき， PNA を用いて乙れら 2 つの細胞

集団の分離に成功した。その結果，ほとんどすべて精細胞からなる細胞集団を容易に得ることが可能と

なった。さらに，この技術を用いると精巣機能の理解に役立つことが可能で発展性にも富んでいる。し

たがって本論文は学位論文として価値あるものと認める。
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